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　ワ ラ ビ ツ メ ナ シ ア ブラ ム シ 8毎πガα pteridifoliae　 Shinji は ワ ラ ビ Pte
’
ridium 　 aquilinum

Kuhn の 葉裏に 寄生 し， 日本 に 広 く分布 して 大阪付近に て は普通 に 見 られる種類で あ る．ま

た高橋良
一

博士 に よ る と，本種 は オー
ス トラ リヤ に て も最近発見された．進士織平博士は都

城，堀ノ 内，盛岡地方か ら記 録 され，“
葉裏に 寄生 し，葉 の 変形を誘致せ ず，夏寄 主 な く，

雄虫 と産卵性雌虫とは 10月中旬 に 現われ る
”

と記述 されて い る （日本蜥虫総説 ，
1941

， P．

905）．私は近年大阪府下 に おける調査 で ，本種 の 主寄主植物はガマ ズ ミ Viburnum　ditatatum

Thunberg で ， ワ ラ ビは 中間寄主 で あ り， 進士痔士の 記述 とは異 な つ て い る こ と を知 り得

た，本種の 生活史，各形態及 びガ マ ズ ミにおける植物汁液吸収 の状態 を 明らか にす る こ とが

で きた の で ， こ こ に そ の 結果を記 述 した い と思 う．

　本文に 入 る に 先立 ち，常 に 懇切 な御指 導 を賜 わ りま した高橋良一博士 に対 し深甚の 謝意を

表 します．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 生 　 　 活 　 　 史

　主寄主植物ガ マ ズ ミの 芽の 基部に産 下 され た卵は 越冬して 3月中旬 ふ 化 し， 僅 か に 開い た

新芽 に群生 す る，新葉 の 展 開 と と もに葉裏 に寄生 す る．幹母 は無 し（翅〉形 で 4 月 は じめ成虫

とな る。第 2 代は 4 月中旬成虫 とな り，多数の 無し（翅 ）形 と極 めて 少数の 有 し形 が現われ

る．こ の 有し形は中間寄主 ワ ラ ビ に移住す る．第 2 代無 し形 の 子 ICは 多数の 有 し形 と無 し形

が 現 わ れ る．6 月下旬 まで に最多 は約 7世代を 経過 し，そ の 聞各世代 に 有 し， 無 し両形を産

す るが，そ の 割合は世代を重 ね る に従い 有 し形が 多 くな る。本種 の 寄生 に よりガ マ ズ ミの葉

は変形す る こ とは な い，中間寄主 ワ ラ ビ で は夏 の 高温時に もよ く繁殖 し、 比較的固くな つ た

葉裏に 生活 し．葉縁 は 裏側 に 折れま が つ て ，や や 黄化 した gall とな り，虫体 は そ の 中に生

活す る もの が 多 く見 られ る．1 つ の gall に は 1〜2 匹が生活 し， 多数 の個体が 生活す る の

は見 られな い ．10月中下旬か らワ ラ ビ に 有 しの 産雌虫 gynopara が 現わ れ て ，ガ マ ズ ミ，に

帰 り葉裏に 両性雌を産下す る．11月串旬 か らは多数の 雄虫 が ワ ラ ビ に 現われ ， ガ マ ズ ミに飛

来 して両性雌と交尾 す る． 両牲雌は 11月中下旬か ら産卵 し，
12月上旬 に も生存す る．卵は

長径 e．55　mm ，短径 0．24　mm で 光沢あり，産
一
ド当時は黄色で あ る が， 漸次濃褐色 か ら黒 色

に変化す る，本種の 生活環を示せ ば Fig．1 の 如 くで あ る．
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Fig．1．　Life　 cyc 正e　 of 　 Shinゴia　pte，
’idifot’ae 　 Shinji．

　　　　　　　　　　　　　　　　球 虫 の 形 態

　1。　幹　　母　（F至9．2）

　体長約 1．75mm ，無し〔翅 ）で 休色 は淡橙黄色又 は 濃黄色．
’
efi瘤は小さ く僅かに 突出し，

2〜3本 の 短 毛を 生ず る．頭 の 背面の 毛 は 少な く，特 に 後縁近 くに は 1 対ある の み で postero−

latera工seta を欠 く．頭 の 腹面の 毛 は 各側約 3 本で 背面の 毛 よ りも僅かに 長い ．複限 は小 さ

く眼 瘤は 発達 しな い ．触角は 6 節 で 第 1 ，第 2 節お よび 第 3 節基部は体と同色，他 は黒 褐色

で む しろ黒 く覆瓦状を呈す る．触角に は短毛を生 じ，そ の 長 さ は第 3節基部の 直径 の 約 Ys〜

駈 o． 第 3 節 は第 6 節に 次 ぐ長片で ， 第 5 節 と第 6節基部 と の 和に 等 しく，基部 の 直径 は 中

央部 よ りも僅か に 大で あ る．第 4 節は第 5 節 よ りも僅か に短 い ．第 6 節鞭状部 は第 3 節 と第

4 節 の 和に 等 しい ．口 吻 末端は 概ね 後肢基部 に 達 し，末 端節 の 長 さ は 後 肢 第 2 附 節 の 約 7倍

で secendary 　setae は 1 対．角状管は 口 吻末端節の 約 3．6 倍で，僅 か に覆 瓦 状を 呈 し，先

半 は 少 しふ くらみ 褐色を 呈 す る．尾 片は基部 で くび れ，婆〜6 本の 長 毛 を 側面に 生 じ，長 さ

は基 部 の 巾の 約 1．5倍，尾板に は 15〜16本 の や や 長 い 毛 を 有 し，毛 の 長 さ は触角第 3 節墓

部の直径 の 約 L5 倍 ， 生殖板の 毛の 長 さの 約 3倍．生殖板 に は 15〜16本 の 短毛を生ず る．

各 脛 節 の 先 端 部約 Ya は僅 か に 彎曲 し，黒褐色を呈 す る．鮒 節 は退 化 して 小 さ く，2 節 よ り

な り，第 1 節に は前肢に て は 1 本の 短毛を 生ず る （Plate　2，9）が，他 の 肢 に て は 無毛 （Plate

2，8），第 2 節 は い ずれ も先端 に 3 本の 短毛と基部 に 1 ケ の 感覚板と思 われ る もの があ る．前

肢 の 第 2 附 節 は 触 角第 3 節基部 の 直径の 約 碗 で 他の 肢 の そ れ らよ りも僅 か に 短い ．爪を 欠

く．腹部背面 の 毛 は 極めて 短か く， 触角第 3 節基部の 直径 の 約 恥 o で 先端は鈍 い ．腹而の 毛

は 長 く背面 の 毛 の 約 3 倍で 先端 は 鋭い ．極めて 小 さい 体側乳嘴状突起 は腹部第 4節に ある、

　2．無 し（翅）胎生雌虫 （Fundatrigenia ）

　幹母 と甚 だ よ く似 て い るが 次の 点で 異 な る．

　体長約 1．58mm で や や小 さい ．額瘤は顕著で 内側はい ぼ 状をな し突出す る （Plate　2，3）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
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角状管は口 吻末端節の 約 3．2倍．尾片の 長 さは 基 部 の 巾 の 約 2 倍．腹部腹面の 毛は 長 く， 背

面 の 毛 の 約 5倍で ，そ の 長さは触角第 3節基部 の直径 の 約 ％．

Fig、2．　Fundatrix 　of　Shin／ia　pteridifoliαe　Shinji．

　 3・無 し（翅）胎生雌虫 （Alienicola）

　 ガ マ ズ ミに 現 わ れ る 無 し胎生雌虫 funClatrigenia と形 態 的 に よ く似て い るが次 の 点 で

異 な る．

　体長 0．86〜1．23mm で 小形．体 の 背 面お よび 側面 は皮膚肥厚 し皺模様 が 顕著で あ る．触

角第 3，第 4，第 5 節 は濃 い 黒 褐色で む しろ黒 く，極め て 僅 か に覆 瓦 状を呈す る， 生殖板の

毛は 12〜13本．腹部腹面 の 毛の 長さは背面 の 毛 の 約 3倍．体側 乳 嘴状突 起を 欠 く．

　4．有 し（翅 ）胎生 雌虫 （Fundatr 三genia）

　無 し胎生雌虫 fundatrigenia と次の 点で 異なる．

　体長約 1．4　mm ，体 は 濃黄色又 は橙黄色．額瘤は小 さ く僅 か に い ぼ 状 を呈 す る が，先端 が

内方 に 突 出 す る こ とな く， 2〜3 本の 短毛を生ず る．頭 の 背面 の 毛 の 長 さ は 触角第 3節基部

の直径 の 約 鴇 腹面の 毛は短 く背面の 毛 とほ ぼ同長．複 眼 は大 き くそ の 長径 は ロ 吻末端節 の

約 L5 倍，眼瘤は 明瞭で ある が 顕 著で は ない ，触角 （Plate　2，1） は 6 節 か らな り黒褐色で 覆

瓦 状を呈 し， 短毛を生ず る．第 3 節は 第 5 節 と第6 節基部 との 和 に 等 し く約 28個 の 円形感

覚器を全長に わたり散在 し， 約 13本 の 短毛を 生ず る．こ の 短毛 は第 3節基部の 直径の 約
1
／s，

第 4 節に は約 12個，第 5 節に は 約 9 個 の 感覚器を 有 し， 第 4 節 は第 5 節よ りも僅か に 短 い．

尾片 の 長 さ は基部の 巾の約 1．5倍．尾板 の 毛は約 12本 で 長い もの で は触角第 3節基部 の 直径
　　　　　　　　　　　心
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の約2 倍に 達す る。生殖板は皮膚の 肥厚顕著で な く12〜13本 の 短毛を生ず る．腹部 （Plate

2，5）背面 に は黒褐色 の 斑紋を有 し，背面第 2〜5 節 の もの は 互 に 接着す る もの もある．側面

の 3 個に は 各 々 小 さな 乳嘴状突起を有する，第 6
，

7 腹節背面の 斑紋 は角状管の 基部 に て接

着 し淋 側 にお よ鈍 の 髄 る．腹部第 8賄 面 の 毛 賑 く沸 櫛 緬 の 毛餅 勺8 倍で・

触鱗 躑 軼 部 の 齷 と乳 い ．攤 の 毛 の 長さに 薩 化が あ るが 触鯑 3節xesの 齷

とほぼ等 しい ．翅脈 は普通．

　5。産雌虫 （Gynopara）

　主寄主植物上 に 現 わ れ る有 し胎生雌虫 fundatrlgenia と よ く似て い るが 次 の 点 で 異 な る．

体長継 82mm ．頭 の 緬 の 毛の 長 削 ま馳 郷 節基部の 直径の 約
1
／：， 腹面 の 毛 の 長 さ

は背面の 毛の 約 2倍．触角第 3節に は約 35 個 の 感覚器を有 し，12 〜 14 本 の 短 毛 を 生ず る．

こ の 短毛 の 長 さ 1謝 解 蹣 蘚 の 直径の 約
・／2・ 腹部鄰 購 面 の 毛 の 長 さ 瞰 觧 3 節

基部の直径よ りも僅か に 長い ．腹面 の 毛 の 長 さは 変化が あ るが，第 8 節背面の 毛の 長さとほ

ぼ 等 しい ．体側乳嚇状突起を欠 く．第 2附節 の 長さは触角第 3 節基部の 直径 と同 長か 若 し く

は僅 か に 畏い・

　 6．雄　虫

　産雌虫 と似て い るが次の 点で 異な る．

体はや や小形 で 腹部背面 の 暗褐色斑紋！謳 め て 小 さ い ・体の 背面 の 毛は先鋭で や や 長 く・

頭 （Plate　2，
2）の 背面及 び額瘤 の 毛 の 長 さは 触 角第 3節基 部 の 直径 の 約 種 ．触角第 4節およ

び第 5 節 の 感覚器 の 数は夫々 23，14．尾片の 長 さ は中央部最大巾よ りも僅か に 長 く，また 口

吻末端節 の 長さ よ りも短 く，末端部か ら4 本の 毛を生ず る．尾板に は約 24本 の 毛を生ず る．

Claspers（PI 。t， 2
，
1e）1ま皮翩 巴厚 し皺 が 多 く約 40 本の 短毛を生 じ・左右 は基部 で 僅 か ｝囃

れ る．P ， nis 　sh ・・th は 働 ・｝破 1餬醇 し，且緬 に は 極 め て 短 い 毛を都 118 〜9雄 ず る・

腹部腹面 の 毛は比較脹 く触鱗 獅 基部 の 直径の 約 1・5倍

　 7，両性雌

　 ガ マ ズ ミに現われ る無 し胎生雌虫 fundatrigenia と似て い るが 次 の 点で 異 な る．

　触鱗 蜘 の 長 さは 鄭 鱸 緲 約 2 倍で ・ 獅 節牒 櫛 よ り纏 か に 長 い ・ 尾片

（Plate　2，7）は短 く，長 さは最大巾の 約 15 倍で 5〜6 本 の 毛 を有する．尾板 の 毛 は 16〜17

本．生殖板 （Pl… 2，6）｝・は 28− 3・刧 毛鮪 し・そ の う ち約 ・5 本 eS，後繍 磁 ず る・齦

脛節 （Plate　2，4）に は 102〜1王0個 の 感覚器 を有 す る．腹部側面に は乳噛状突起を欠く。腹

部第 1 ，第 2 気門 は接近 して ， そ の 間隔は 第 2
， 第 3気門の 間隔 の 約 Ys・

　　　　　　　　　　　　　 寄 童 植 物 へ の 口 針の そ う（挿）入

　本種が 口 針を 中間寄主 ワ ラ ビ の 葉 の 組織内に そ う入 す る状態 につ い て は既に 報告 した （宗

林，応動昆，vo1 ，4
，
　no ．1，　PP・38−44，1960）・すな わち口 針 は 表皮 ， 海綿状組織，内皮な

　どの 細胞間を 通 り篩部に 達 し，顕著な 口針鞘で 覆われ て い る．

　 主寄主 ガ マ ズ ミの 葉 に 口針をそ う入 した状態 は ， 次 の 如 くで，研究方法は先の 報告に あげ

た と同様 で あ る．日針は表皮細胞間か らそ う入 され，表皮直下の 柔組織 に おい て も殆ん どが

細胞間を通過するが ， 中 に は細胞内を通 る もの もみ られ た ．口 針 の 先 端 は 篩部に 達する もの
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が大部分で，特 に篩管 に そ う入 され る もの 多 く， 篩管内で は縦に深くそ う入 され る もの もみ

られ た．口針 の 先端が篩部以外の と こ ろに そ う入 された例 は極 め て少な く，篩部を通過 しで

木部柔細胞内に そ う入 され て い る もの ，或 は葉の 裏面 か らそ う入 され た 口 針は， 篩部， 木部

を 通 過 して さ らに 表面の 表皮下柔組織内に 達す るもの な どの 少数倒が み られ た にすぎ な い，

　他の ア ブラ ム シ に つ い て も指摘した よ うに ， 本種も植物組織内に 挿入 され た ロ針は，ロ針

鞘に て 覆われ，口針鞘 はデ ラ フ ィ
ー

ル ドヘ マ トキ シ リン に よつ て淡青色 に染色 され，細胞間

を遍 過 す る ときよ りも， 細胞内または細胞間隙 にて 極 めて 顕著とな り，表面は 平滑 で は な

い・特 に ガマ ズ ミの 葉脈で は，裏面の 表皮近 くに は相当大 きな細胞間隙が あり，こ の 部分 を

口 針が 通 過 す る と き，口 針鞘は顕著とな る （Fig．3）．　 口針鞘 は表皮直下，表皮下柔組織内

お よび篩部 に お い て も分岐す る こ と多 く， 特 に篩部に て は 3〜5 回の 分岐を 見 る こ とが 普通

で あつ た．

Flg．3，　 Transverse 　section 　 of 　midrib 　of　ifibu厂num 　dilatatum　Thunberg ，

show Σng 　 stylet 　tracks 　of　Shinノ’α　P’eridifo ’iae　Shinji，　i： Inter
’
cellular

space ； oep ： Outer 　 ep 三dermis ； P ：Phloem ；st ：Stylet　track ；uep ：Under

　　　　　　　　　　　 epidermis ；x ： Xylem ．

Summary

　Shin／ia　pteridifoliae　Shinji　is　widely 　distributed　in　∫apan 　 a τ｝d　is　common 　on 　the
fern，　Pteridium　 aquilinam 　Kuhn ，　from 　 spring 　 to　 summer

，
　 and 　 has　 recently 　been

found 　to　 returi 　to　the 王）rimary 　host，　Viburnum 　dilatatum　Thunbefg
，
　in　the 　vic 量nity

of 　Osaka ．　 The　 main 　 results 　 of 　 sDme 　 morphological 　 and 　biolegical　 observations

on 　 the 　 aphid 　 in　this 　 region 　 a 艶 summar まzed 　 as 　 follows診

　（1）　　Sexual　forms 　appear 　in　NQvember ，　and 　eggs 　are 　Ia量d　on 　the　bases　of　buds
of　 the　 primary 　 host，　 which 　 hatch 　 in　 the　 middle 　 of 　 March ，　 Adult 　 fundatrices
emerge 　in　 the　beg三nn 量ng 　of　April，　 and 　 adult 　 fundatrigeniae　from 　 Apri 王 to　late
June，　 AbDut 　7　generations　are 　 repeated 　 orl　 the 　 primary 　 host

，
　 each 　generation

consisting 　 of　 alate 　 and 　 apterDus 　 females ，　 and 　 the 　 former 　 migrate 　to　 the 　fern，
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Alienicolae　 are 　 apterous 　 throughout 　 summer ，　 Gylloparae　 emerge 　in　 middle 　and

late　October　and 　return 　to　the 　primary 　host　to　produce 　sexua 主 females　on 　the

under
　surface 　of 　the　leaves．　Males 　also 　retum 　to　the 　prirnary 　host　in　NGvember．

These 　forms 　 are 　described，　 with 皿 ustrations 　 in　 this　paper ．

（2） Th ，　p ・ n ・t・ati ・n 。f ・ty1・t・ i・t・ th・ h ・・t　pl・ nt ・ has　bee ・ st・di・d 。・ the

丕eav 。， 。f　th。　p ，im ・ry 　h・・t．　 Th ・ sty1 ・ts　insert・d　i・ P1 ・・t　ti・ su ・・ p … u ・u ・11y

int，，c，11ul。dy ，
　b・ t ・・casi … lly　i・ t・a ・ eH ・1・・1y，　th ・。・ gh　the　epid ・・組 is　and 　pa 「 en 『

chyma 　of　the　leaves．　 They　reach 　usually 　the　 ph三〇 em ，　but，　
in

　
a
　
few

　
cases ，　were

ohserved 艶 aching 　the 　xylem ，　and 　sometimes 　extendillg 　to　the　parenchyma 　threugh

the　vascuiar 　bundle．

　Stylet　sheaths 　or　salivary 　sheaths 　are 　more 　developed　within 　cells　and 　in　i艮・

tercellular 　spaces 　than　between 　cells ．

蟇
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Explanation 　of 　Plate　2

Shiniia　pteridifoliae　Shinji

1．　Antenna 　of 　alate 　viviparous 　female ．　2，　Ilead　Qf　male ．　3．　Frontal　tubercle

。f 。 pt。，。・ 、　 vi ・ ipar・u ・ f・衄 ・ （F・ ・ d・t・ig・・ i・）． 4・Hi ・d　t量bi… dt ・・su ・ 。f

sexual
　fema圭e．5．　Posterior　half　of 　 abdomen 　of 　alate 　viviparous 　female．6．　Geni −

t。1P1 。t， 。f ・・xu ・l　 f・ma 三・．乳 C ・・d・ 。f ・・ xual 　 f・m ・1・・8・Hi・ d　 t・… s ・f

　 fundatrix ．　9．　Fore　tarsus 　of 　fundatrix ，　10．　Hind 　part　Df 　body 　 of 　male ．

ス コ ッ トカ メ 厶 シ の 集団 越 冬 例

日 浦 勇

　本種 （Menida 　scotti 　Puton ）は冬季に 岩 の す き ま ・家の 軒や屋根 に 多数入 つ て 越冬す る

こ とが 知 られ て い る が，筆者 も最 近 そ の 集団越冬 を観察したの で 報告 して お き た い ．1961年

12月 20 日， 長野県北 佐久郡軽井沢町 の 旧軽井沢 か ら群馬県境見晴台に 至 る車道 （南斜面）

の 辺で 直径 30cm ほ ど の ミズ ナ ラと思われ る朽 ちた 立木 の 樹皮下 に み られ た．集団は 2 つ

あり，
1 つ は地上高 30〜100cm ，も う 1 つ は 10〜20　crn の 所で ，い ずれも幹 の 南西向きの 所

に 集つ て い た。そ の 7割位を採集 して しらべ た とこ ろ． 総計 172 頭 で ，♂ 20 頭 ・♀ 152 頭

で 断然 ♀が多 か つ た．な お他 に 10 頭 の ツ マ ジ ・ カ メ ム シ M ・　 ・i・la・ea 　 M ・ t・ ch ・1・ky が 混

じつ て おり，
こ の 方は ♂ 6頭 ・♀ 4 頭 で あつ た．ナ カ ボ シ カ メ ム シ や他 の カメ ム シ は混 じつ

て い なか つ た．

　また コ ケ の 研究家児玉 務氏 は ， 京都府北桑 田 郡知井村 の 芦生京大演 習林で 1960年 5 月 2

日 ， 山小屋 の 軒に 積ま れ た薪の 中で 集団越 冬 して い た ス コ ッ トカ メ ム シ を見 られ，
“
あまり

沢山い る の で 普通種だ と思 い
” 2頭 の み持 ち帰つ て 大阪市立自然科学博物館に寄贈され た．
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